予算委員会質問項目
平成21年5月20日
民主党 大塚耕平
（総理）
１．わが国の財政赤字の実情と財政状況についての認識如何。
２．今次補正予算案の景気回復及び財政再建に与える効果如何。
３．今次補正予算案の評価と問題点如何。
４．時の政権が「責任を果たしているかどうか」の判断基準は何か。
（財務大臣）
１．今回の補正予算案へ組成される基金が余った場合には国庫に返納させるのか。その場合の根拠は何か。基金の執行状況はどのようにチェックするのか。

２．予算編成プロセスや予算関係資料の内容に関して、今後改善を図るべき点としてどのようなことを念頭に置いているか。
３．各議員に配布される予算書（例えば当初予算案）関連資料の製本・制作コストは議員1人当たりいくらか。また、年間に何セット印刷し、総コストはいくらか。
４．今次補正予算案の計上「項」（議会承認を要する「項」）のうち、最大の額と最小の額はいくらか。また、計上「目」のうち、最大の額と最小の額はいくらか。
５．今次補正予算案に計上された事業のうち、地方公共団体に直轄事業負担金が発生する事案に関連する計上「項」の予算額は全省庁で何件でいくらか。
（文科大臣、文化庁長官）
１．文科省の補正予算案のうち、人的直接給付に該当する予算額はいくらか。
２．「国立メディア芸術総合センター（仮称）」の予算額はいくらか。また、その政策目的及び問題点は何か。
３．「世界最先端研究支援強化プログラム」及び「若手研究者・大学院生等の海外派遣支援」の予算額はいくらか。また、その政策目的及び問題点は何か。
４．「地域文化芸術振興プラン」ではどのようなことが行われるのか。
（厚労大臣）
１．厚労省の補正予算案のうち、人的直接給付に該当する予算額はいくらか。
２．厚労省として、今次補正予算案への計上を希望したものの、実現しなかったものは何か。
３．今次補正予算案に新型インフルエンザ対策に関するものはいくら含まれているか。
４．過去10年間の自殺者の総数、及び自殺の原因に占める経済苦、生活苦の割合はどのぐらいか。
５．中央職業能力開発協会に対する会計検査院の調査結果を受けての今後の対応方針如何。
（農水大臣）
１．今次補正予算案の内容と現在審議中の農地法改正案の関係如何。
２．今次補正予算案に計上されている食料安定供給関係経費6314億円のうち、食料安定供給特別会計に投入される予算額はいくらか。
３．3月23日の予算委員会で審議した食料安定供給特別会計、農畜産業振興機構等に関して、審議内容を受けたその後の対応はどうなっているか。
４．既に成立した今年度当初予算、及び今次補正予算案によって東海農政局に配分される資金はいくらか。
５．東海農政局の国営宮川用水第2期工事の着工時の予算規模（事業規模）と増額修正後の現在の予算規模（同左）はいくらか。
（総務大臣、消防庁長官）
１．2002年（平成14年）11月26日の財政金融委員会等で要請した地方公共団体が保有する地方債残高の調査、報告について、その後の対応はどうなっているか（3年間は報告があったが、その後は報告未了）。
２．地方債の最終的な償還責任は国が負っているという認識でよいか。
３．今次補正予算案に、新型インフルエンザ対策等のために、救急隊員、救急車、医薬品、医療機器等の拡充に資する予算は含まれているか。
（国交大臣）

１．国交省の補正予算案の対策別（雇用対策、金融対策等）金額はいくらか。

（注）上記以外の各大臣にも、所管省庁の補正予算案の概要、所感等について質問する場合あり。また、各省庁の各目明細を随行者が持参すること。
以　　上






